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昨年 12 月に今年 4 回目となるブータンを訪問した
宮澤理事長は、来る 2020 年オリンピック・パラリン
ピック東京大会に於ける事前キャンプについて、ソナム・
カルマ・ツェリン事務局長他、オリンピック及びパラリ
ンピック各プロジェクト担当者との実務的ミーティング
を滞在中幾度となく実施しました。また、宮澤理事長は、
ブータンオリンピック委員会（BOC）会長であるジゲル・
ウゲン・ワンチュク国王弟殿下とは滞在中 5 回に分け
て時間を調整し、2020 年だけで終わることのない、ブ
ータン王国の今後の更なる発展に向けて、世界こども財
団および星槎グループと共に行うブータンの未来とその
可能性について協議を行いました。そして、今回の訪問
中に行われた協議の中、BOC 並びにブータンパラリン
ピック委員会（BPC）は、今後開催される冬季オリン
ピック・パラリンピック出場に向けて選手を発掘し、並
びに育成を行い、両大会初出場を目指していく旨意思表
明が行われました。宮澤理事長は、ブータンの冬季オリ
ンピック・パラリンピック出場が実現できるよう、全力
で支援を行う約束をジゲル BOC 会長とソナム事務局長
と交わしました。

今回の訪問では、昨年 12 月 1 日から 10 日までネパ
ールのカトマンズとポカラで開催された第 13 回 2019
南アジア競技大会（SAG）の結果報告を BOC より受
けました。過去最多の出場選手となった今大会では、銀

ブータン訪問、南アジア競技大会結果！

ブータン支援活動報告

メダル 7 個と銅メダル 13 個と最多獲得することがで
きました。最も結果を残したのはアーチェリー競技で、
世界こども財団および星槎グループでは、ブータン国内
アーチェリー大会開催の継続支援、選手・次世代コーチ
育成のため韓国よりプロコーチを継続雇用するためのサ
ポート、アーチェリー用具寄贈等と多岐に渡る支援を行
ってきました。そして、世界こども財団および星槎グル
ープのスポーツ奨学金制度で留学をしている星槎道都
大学柔道部所属のタンディン・ワンチュク選手（73 キ
ロ級）とキンレイ・ツェリン選手（66 キロ級）も銅メ
ダルを獲得、SAG 出場前に短期合同練習に参加したガ
ワン・ナムギャム選手（60 キロ級）も銅メダルを獲得
しました。良いニュースは続き、昨年 11 月 21 日から
29 日までタイのバンコクで開催されたアーチェリーの
Tokyo　2020（東京五輪）予選を兼ねた第 21 回アジ
ア選手権大会では、全日本アーチェリー連盟主催、毎年
岡崎市で開催されている ISPS　Handa　Cup に出場
しているカルマ選手が好成績を収め東京五輪大会出場の
権利を勝ち取り、ブータン初出場となる歴史的快挙を成
し遂げました。� （FGC 石田博彰）

ジゲル・ウゲン・ワンチュクBOC会長と
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第 5 回 SEISA Africa・Asia Bridge 2019 が、 昨
年 11 月 9 日、10 日の 2 日間にわたって横浜市の星槎
高等学校で開催されました。32 カ国以上に及ぶ参加国、
総勢 7,738 名の皆様と共に、共生社会の実現と国連の
掲げる SDGs（持続可能な開発目標）をテーマに実施
され、学びと関わり合いの輪を広げることができました。

大使館をはじめ多くのご来賓の方々、地域の方々にも
ご参加いただき、星槎国際湘南の留学生だけでなくブー
タンのロイヤル・ティンプー・カレッジの学生も招聘し、
スポーツを超えた様々な交流プログラムに参加しました。
マルチエイジディスカッションでは、それぞれが考え
る「豊かさ」について意見交換しました。2 年目となる
アーチェリー体験ブースは前回に引き続き大盛況で、2
日間で約 500 名もの方々が実際にアーチェリーを体験

SEISA Africa・Asia Bridge
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しました。2 年生のブータン留学生ソナムさん、ニドゥ
君のすっかり上達した日本語でアーチェリーの撃ち方を
来た方々へ説明している姿は、彼らの成長を実感できる
場でもありました。また、昨年 10 月から大学生となっ
たデジェン君、ペンジョ君はオリパラ選手トークショー
に参加し、パラリンピアンの話に耳を傾け、練習に取り
組む姿勢に感銘を受け、アスリートとしての気持ちを新
たにしました。フィナーレのステージ会場では、1,000
人以上の方々が協力し未来に向けて夢や願いを書いたラ
グビーボールをパスで繋ぎ、最後は宮澤理事長がステー
ジ上でトライを決めました。

こうした他の学校や教育機関では学べない「知ること
で繋がる」という経験を通して、多くのことに気づきが
生まれた貴重な 2 日間となりました。� （FGC 宮川翔太）

SAAB2019 が開催されました！

夢トーク2020の様子

アーチェリー体験の様子

宮澤理事長の未来へと繋げるトライ！ アフリカのダンス・パフォーマンス



留学生活動報告

昨年 11 月 23 日～ 24 日、星槎国際湘南に留学中のミ
ャンマーのカウン君、ブータンのニドゥ君が、宇宙航空
研究開発機構（JAXA）が主催した「APRSAF-26　水
ロケット大会」に参加しました。当日は用意された材料
で 3 時間以内に一人一基水ロケットを制作し、80m の
距離にあるターゲットを目標に着地点の正確性を競いま

昨年 11 月 28 日、星槎国際湘南で学ぶブータンから
の留学生ニドゥ君が星槎オリンピック・クリエイティブ
のスピーチ部門に出場し、「言葉の壁を超えて～共生社
会実現のために～」という題目で、スピーチを発表しま
した。留学生ならではの視点で、日本語を学ぶことにつ
いての難しさや面白さ、そして言葉を通してわかり合う
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JAXA 主催水ロケット大会へ参加！

星槎オリンピック・スピーチ部門入賞！

した。オブザーバー参加のため、正式な記録としては残
りませんが、カウン君の水ロケットは、ターゲットまで
2.27m と好成績を得ました。2 日目の夜は、日本を含め
たアジア・太平洋諸国 13 カ国からの参加者達との夕食
会が行われ、同年代の青少年達と国際交流を持つことも
できた貴重な 2 日間となりました。� （FGC 井上美智代）

ことの大切さについて、堂々とスピーチをしました。ニ
ドゥ君が発するユーモアに会場は沸き、同時に、共生社
会を実現するという彼の強い決意に、心を動かされたよ
うでした。ニドゥ君は、このスピーチで特別賞を獲得し
ました。� （FGC 小野木愛）

事前学習のご指導をいただいた文沢先生と。ご指導ありがとうございました！ 自作水ロケットで好成績！事前学習の成果がでました。

壇上で表彰されるニドゥ君 見事、特別賞を頂きました！
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TEL. 0463-74-5359　　FAX. 0463-74-5374　　E-mail: fgc@fgc.or.jp
ホームページ： http://www.fgc.or.jp　　Facebook： 「世界こども財団」で検索！
印刷：フルサワ印刷株式会社　制作：岡村直実（JC ユニット）

2020 年 1 月発行

留学生は年末からお正月にかけて、星槎高尾キャンパ
スで過ごしました。八王子学習センターの生徒、新制作座
の皆さんと一緒に年を越し、新年会ではおせち料理を頂
き、沢山の友人と共に、日本のお正月を体験することがで
きました。箱根駅伝では、国道 1 号線沿いで往路を観戦し、

法人会員様・ご協力団体様
紹介コーナー

このコーナーは当財団にお力添えをいただいております企業・団体様をご紹介していきます。

第 4 回 みんな電力株式会社 様・アイリスチトセ株式会社 様

お問い合わせ先：
アイリスチトセ株式会社　神奈川営業所
〒 224-0007 神奈川県横浜市都筑区荏田南 5-23-33 
シャンテメゾン井上 No.6　2 階 201 号
TEL：045-949-0522
FAX：045-942-9165

選手たちに声援を送りました。また練習や年末年始イベン
トの合間をぬって皆が協力して、「アートマイル国際交流
壁画共同制作プロジェクト」の一環として、エリトリアを
テーマに、オリンピックで来日する選手やお客様達をお迎
えする壁画を描き上げました。� （FGC 小野木愛）

留学生活動報告

留学生の冬休み！
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